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4 年間を通じたキャリア教育及び就職支援

教職員とともに，キャリア開発室や進路指導員が 1年次より　 　4年間を通していつでも学生のキャリア形成に向けた活動をサポート
キャリア開発室では，個々の学生の特性に適したキャリア形成に役立つように，学生の進路選択の相談に乗るとともに個人面接及び　　　グループ面接の練習の他，エントリーシートの書き方等，就職活動に必須の実践に則した様々な個別指導，相談を行います。

※上記プログラムは 2023年 4月 1日現在のものであり，今後変更する可能性があります。

3年次 4年次1年次 2年次 卒業後の進路

目標を絞り，　　その実現に向けた知識と実践力，スケジュール管理能力等を磨く。 専門力，人間力を活かした就職活動を通じて自己実現を目指す。進路選択やキャリア形成の意識を高めるため，客観的ツール等も用いて自己特性を把握する。

看護学群 スタートアップセミナーⅡ 
（キャリアガイダンス①）

キャリアガイダンス② キャリアガイダンス③ 看護師・保健師国家試験受験対策　国家試験対策ガイダンス，模擬試験，模擬試験解説会，直前講座

医療機関等インターンシップ

公務員　教員採用試験対策
就職活動支援

事業構想学群

就職活動支援

食産業学群
スタートアップセミナーⅡ 実践キャリア開発

各種キャリア開発支援セミナー／公務員試験対策講座／業界研究会等

スタートアップセミナーⅡ 
（キャリアデザインの基本）

キャリアデザインⅠ
キャリアデザインⅡ キャリアデザインⅢ キャリアデザインⅣ 個別企業説明会等

各種就職活動支援セミナー／学内合同業界研究セミナー／業界研究会等

公務員試験対策講座

インターンシップ
（プレ・インターンシップ）

インターンシップの意義や目的を理解したうえで主体的に参加し，
その経験を大学での学びの深化や新たな学習意欲の喚起につなげる。

公募型／専門分野別
インターンシップ

社会における実際の仕事に触れ，組織のメカニズムを知り，
そこで得た経験や人脈を職業選択や就職活動に活かす。

インターンシップ

インターンシップ・アドバンストコース
（学外研修）

キャリア開発

（令和 4年度）

看護学群

看護師国家試験合格率

就職率

（第 113回：全国平均 93.2%）

保健師国家試験合格率 100 %（第 110回：全国平均 97.7%）

100 %

100 %

（令和 4年度）

事業構想学群

（令和 3年度）

（令和 2年度）

就職率

95.9%

96.2%

98.9%

就職率

就職率

（令和 4年度）

（令和 3年度）

（令和 2年度）

食産業学群
就職率

就職率

就職率 100 %

99.1%

100 %
キャリア 

インターンシップ

インターンシップ 国家試験対策 公務員試験対策 合同業界研究セミナーキャリアデザイン・キャリア開発
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看護学群 事業構想学群 食産業学群 事業構想学群 食産業学群 看護学群 事業構想学群 食産業学群 事業構想学群 食産業学群看護学群

キャリアガイダンス①～③

４年次に学生自身が進路決定できるように，
１年次から３年次まで，講義・グループワー
ク・先輩の体験談などを通して，個々の学生
が自らの適性を考え職業の選択ができる能
力を育成します。

卒業後，自分がどのような生き方をしたい
のか，そしてどのようなかたちで自分が社
会にかかわっていくのかを考え，そのスター
トに向けた準備を行います。

就業体験を通じて自己理解と職業理解を深
め，自らのキャリアビジョン（職業生活設計）
や職業観を明確化していきます。そして，それ
をその後の大学での学びや職業選択につな
げます。

「看護師」「保健師」の資格は，国家試験の合
格をもって得られる資格です。3年次から定
期的に模擬試験と解説会を行い，学びを定
着させます。また，国家試験合格に向けて教
員のサポート体制を構築しています。

行政事務，建築，保健師など公務員を目指す
学生を対象に，教養試験と専門試験の対策
講座をはじめ，論文添削や面接指導，また個
別自治体説明会など多岐にわたり支援プロ
グラムを実施しています。

学生による主体的なキャリア形成への意識
づけ，また職業観や勤労観の涵養を目的に，
企業，自治体の採用担当者や本学のＯＢ・Ｏ
Ｇを招聘し，業界，企業を広く研究する機会
を設けています。

確かな教育に基づく専門力，人間力の育成

宮城大学では，基盤教育や専門教育に加えて，
インターンシップを含めたキャリア教育の充実を図ることにより，
高度な実学に基づき，豊かな人間性，高度な専門性及び確かな実践力を身につけ，
グローバルな視点で地域社会や日本経済の発展に貢献できる人材を育成しています。

中長期的な視野に立ったキャリア教育を目指し，全学群にて1年次後期から3年次後期にわたり充実したキャ
リア教育科目を用意しています。その充実したプログラムの中で，学生自身がじっくりと自分と向き合いな
がら自己のキャリア形成を考え，それを実行に移すことのできる様々な機会を提供します。

キャリア教育・支援プログラム

低学年から，キャリア教育科目と連動し，対面型やオンライン型など多様なインターンシップ・プログラムを
実施します。さらに，専門分野別のプログラムも提供します。就活に直結する公募型インターンシップ，学生
向けビジネスコンテスト，アイデアソン等の様々なプログラムの情報提供も積極的に行います。

インターンシップ・プログラム

キャリア開発室では，学生の個性と適性，そして希望する様々なライフプランに沿ったキャリア形成を，企業
情報の提供，就職関連のガイダンス，個別企業説明会，そして学内合同業界研究セミナー等を提供し，年間を
通じて多角的にサポートします。

キャリア開発室のサポート
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学生の主体的な学びとチャレンジ

食の安全性と美味しさを高める観点から，動物が持つ特質を遺伝的に改良
する食産業学群の須田教授。須田研究室卒業生の秋山紀賀さん（2020年度
卒，現株式会社サイボクファーム所属）が，附属坪沼農場で実施していた卒
業研究「竹活性炭の飼料配合による家畜排せつ物臭抑制効果と産肉性向上
に関する研究」を2022年度東北畜産学会において共同で発表し，40歳未満
で優秀な研究発表を行った者に授与される優秀発表賞を受賞しました。

食産業学群卒業生が
東北畜産学会優秀発表賞を受賞

看護・保健分野での国際貢献と国際交流を推進する看護学群が，JICA（国際
協力機構）東北主催による青年研修「母子保健実施管理コース」の受け入れ
を実施しました。アフリカ地域6か国の研修員10名が仙台に滞在し，自国
における母子保健上の課題解決への取り組みに資する知識や意識を向上さ
せることを目的とした研修を行いました。大和キャンパスでの研修時には
看護学群の学生と母子保健や思春期保健に関する意見交換を行いました。

看護学群が JICA青年研修事業
「母子保健実施管理コース」を実施

食産業学群が農林水産省委託研究に参画
スマート農業を体験

宮城県や県内の農業生産法人と共同で行われた農林水産省委託研究「労働
力不足の解消に向けたスマート農業実証プロジェクト」に食産業学群が参
画しました。スマート農業に取り組む生産法人での現場研修を行い，農業の
現場で進化するテクノロジーを直に体験。農業にスマート技術を導入する
メリットや課題点を学生が具体的にイメージする機会となり，座学だけで
は得ることのできない気づきと理解につながる貴重な経験となりました。

東北地方の産業振興や地域連携に取り組む西川正純教授が顧問を務めるお
もちサークルが，お茶の井ヶ田の限定商品「十日もち」の開発を行い，県内7

店舗で販売されました。お茶の井ヶ田によるこの企画は，学外での実習機会
が減少している学生に実践型の学びの場を提供することで，新しい価値創
造と顧客満足に繋げていくことを目的にしたもので，メニュー開発のほか，
食べ歩きできる容器やロゴに学生たちのアイデアが活かされています。

おもちサークルが

お茶の井ヶ田限定商品「十日もち」をリニューアル

看護学群卒業生の船島遥さんが，2022年度に公益財団法人米日カウンシ
ルージャパンが主催する「TOMODACHI J&J 災害看護研修プログラム
2022」に 7期生として参加しました。プログラムは，事前研修，米国研修，
事後研修の 3部構成となっており，2週間のオンラインによる米国研修で
ニューヨーク，ワシントン D.C.における災害医療や看護を専門とする施設
や団体から講義を受講，最先端の災害医療や看護の現状などを学びました。

「TOMODACHI J&J 災害看護研修プログラム」に
看護学群学生が参加し，最先端の現状を学ぶ

地域の歴史・文化・資源を活かしたコミュニティづくりや，地域の方々と共に
課題解決ができる人材を育成するコミュニティ・プランナープログラム
（CP）。CP実践論に参加した食産業学群の学生 2名が，実際に町を歩き感
じた歴史や人々の想いを丁寧に落とし込んだ「まちあるきマップ」を制作し，
村田町役場などに贈呈しました。「まちあるきマップ」は中国語にも翻訳さ
れ，台湾での観光案内にも活用されています。

食産業学群学生が
「村田町まちあるきマップ」を制作

学生と三菱地所がワーキングチームを組み，地域住民との企画に取り組み
ました。舞台は多世代交流をテーマとした泉パークタウンの交流拠点「寺
岡 Knots」。学生らがファシリテーターとなり地域の小学生との「こいのぼ
り作り」のクラフト製作ワークショップを企画・運営しました。PR活動（動
画の制作，チラシ・ポスターを使った小学校での広報）やイベント当日の会
場設営・進行にも主体的に取り組みました。

三菱地所と学生がチームを組み
こいのぼり作りのクラフトワークショップを開催

富谷市の新たなビジネス創造の拠点「富谷市ビジネス交流ベース 荷宿
-NIYADO-」の企画に地域創生学類の学生が参画しました。市民の声を取り
入れた施設づくりを目指すため富谷市と連携し，市民参加型のワーク
ショップなどを企画。物流や交流の拠点として地域に親しまれてきたこの
場所の歴史や想いを未来に語り継ぐためのあり方を検討しました。施設の
使い方やロゴマークに，学生のアイデアが取り入れられています。

地域創生学類学生が
地域の歴史を受け継ぐ新拠点の創出企画に参画

公益財団法人　米日カウンシルージャパン提供：転出厳禁



人類の技術進歩はめざましく，産業革命以降，さまざまな困難
を克服してきました。昨今ではインターネットや AIなどの普
及により，距離や時間，言語や文化を超えた交流さえも実現し
つつあります。一方，気候変動による世界的な環境の変化や，
人口の増減による社会への影響の増大など，解決すべき大き
な課題も明らかになってきました。また，コロナ禍による混乱
も落ち着きを見せ始め，経済活動も復活しつつある中で，テレ
ワークなどの普及による労働環境の変化やさまざまなサービ
スの出現など，社会の構造も大きく変化しようとしています。
このように世の中は，変化のスピードが想像以上に速くなり
（Volatility変動性），何が起きるかわからなくなり（Uncertainty

不確実性），さらに，さまざまなものごとが複雑に絡み合い
（Complexity複雑性），因果関係や解決策もはっきりしなく

（Ambiguity曖昧性）なってきています。これらの頭文字とって，
VUCA（予測困難な時代）とも言われています。このような
VUCAの時代において，企業や組織では迅速な意思決定が必要
になります。そして，それを担う人材には今まで以上に，客観
的な認識力や思考力の習得，内発的欲求や当事者意識の向上が
求められるでしょう。
本学では，まさにこれに応えるため，高度な実学に基づき，
豊かな人間性，高度な専門性及び確かな実践力を身につけ，
グローバルな視点で地域社会や日本経済の発展に貢献できる
人材を育成していきます。 学生のみなさんのため，ご家族や
関係者の方々のご協力に改めて感謝するとともに，今後とも
一層のご指導ご鞭撻を賜りますよう，心よりお願い申し上げ
ます。

CIC長メッセージ
キャリア・インターンシップセンター長

澁田一夫
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企業・自治体との連携

Message

秋保ワイナリー・結城果樹園との交流から開始した地域連携プ
ロジェクト「MYUシードル」にてクラウドファンディングを実施
し，目標額を達成しました。シードルの商品開発やプロデュー
スに関して，学生によるアンケート調査やインタビューなどを実
施して，若い女性をターゲットとした「はじめてのシードル」と
コンセプトを策定しました。学内でラベルデザインコンペも開
催し，東北復興支援・地域活性化を目的とした実践的なプロ
ジェクトを通じた学びを深めています。

2020年度から研究推進・地域未来共創センターのコーディ
ネーションにより，仙台市消防局（太白消防署）と連携し，
市民の防火・防災意識向上に向けたプロモーションデザイ
ンに取り組んでいます。2022年度は，食産業学群と事業構
想学群の 3年生がそれぞれの専門分野を活かして調査・企
画・デザイン・制作に取り組み，ララガーデン長町にて，太
白消防署との共同イベント「宮城大学×太白消防署 春の防
火防災ラボ」を開催しました。

2017年より連携協定を締結している富谷市と，事業構想学
群の風見正三教授・佐々木秀之准教授がアドバイザーとなっ
て進めてきた富谷しんまち地区の旧内ケ崎醤油店跡地活用。
2021年 5月に富谷宿観光交流ステーション「とみやど」が
オープンし，とみやど内に「宮城大学共創ラボ」が開設され
ました。宮城大学共創ラボは今後，学生のフィールドワーク
やワークショップをはじめ地域で学ぶ拠点として展開され
ていく予定です。

事業構想学群の学生が 2023年の宮城県議会議員選挙の投
票率向上を目指し，「宮城センキョ割実施委員会」を立ち上
げ，「センキョ割 in 宮城」を宮城県に提案・実施しました。
投票を証明する「投票証明書」を提示することで，協力店舗
や企業で割引やサービスが受けられ，地域の店舗や企業と
一体となった取り組みは地域活性化にも貢献しました。学
生たちは，SNSによる広報活動や，ホームページで協力店
舗・企業の紹介も行いました。

企業と共同開発した「MYUシードル」
クラウドファンディングにて目標額達成

食産業学群と事業構想学群の学生が
仙台市消防局のプロモーションデザインに挑戦

富谷宿観光交流ステーション内に
宮城大学共創ラボ開設

宮城県議選に向けた投票率向上の取り組み
「センキョ割 in 宮城」を提案

秋保ワイナリー×結城果樹園 仙台市消防局

富谷市 宮城県
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幅広い分野で活躍する卒業生

実践的な学びを活かし，看護師・保健師・養護教諭の現場で
幅広く活躍しています。

文系，理系に加えデザイン系に　  も広がる「文・理・美」という
幅広さと実学に基づく実践力を　  特長としています。

看護学群 事業構想学群 食産業学群

株式会社マイナビ 就職情報事業本部 

就職ナビ統括本部 東日本統括部　
三原月花さん（2019年 3月卒業）

#07

福島県水産海洋研究センター
漁場環境部 研究員
長沢茜さん（2022年 3月卒業）

#01

東北大学病院 呼吸器内科病棟 

看護師 

近藤岬さん（2018年 3月卒業）

主に呼吸器疾患を抱えた患者様へのケ
アや，在宅医療へ移行する際の橋渡し
を担っています。治療補助だけでなく，
高齢な方々の薬の管理やリハビリの補
助など日常生活動作の支援も行いま
す。もともとフライトナースや救急医療
に興味があり，災害拠点病院で最先端
の医療を提供する東北大学病院で学べ
たらと今の職場を選びました。大学で
は，自分の目指す分野の学習を支援し
てくれる教員がいたおかげで，今後の
基盤づくりができたと思います。

海洋生物に興味があり，地元・福島県
に貢献したい思いで入庁しました。研究
員としてシラスとコウナゴを担当し，漁
況予測技術の開発や不漁要因の解明に
取り組んでいます。時には調査船に乗
ることもあります。自分の行う研究がど
のように漁業者に役立っていくのか目的
を見据え，1歩でも前進するよう努めて
います。宮城大学では実験が多く，特に
動物を扱う実験は印象的でした。専門
的な知識や実験の基礎も身につけるこ
とができました。

新型コロナウイルスをはじめとする感染
症の発生時対応や予防啓発などの業務
を担当しています。現在の仕事を選ん
だのは，生まれ育った青森県で保健師
活動がしたかったからです。大学時代
に被災地支援ボランティア活動に参加
し，課題解決策を地域の方々と一緒に
考え，健康教室や屋外活動を定期的に
行ったことは，今の原点だと感じます。
新型コロナ対応に追われて自信をなく
すこともありますが，大学時代の思い出
や経験は大きな財産です。

研究農場で，エンドウマメやスイカなど
の栽培管理や栽培指導，育種などを担
当しています。農家の方々の助けになる
ような仕事がしたく，この会社を選びま
した。農家の方々に信頼されることを目
標に，試行錯誤しながらも担当作物に
対する理解を深めていけることにやりが
いを感じています。大学で学んだ生育
の基礎や，実習での失敗から得た気づ
きが現在の糧になっています。フィール
ドワークでは様々な作物に触れることが
できました。

小学校の養護教諭として働く日々の中
で，子どもたちの笑顔とパワフルさに元
気をもらっています。かねてから地元・
宮城で働きたいという思いがありました
が，宮城大学の災害看護プログラムを
通じ，震災の当事者として宮城への思
いが一層強くなりました。大学の学びを
通して，技術とスキル以外に体力的に
も精神的にも鍛えられましたし，なによ
りも諦めずに継続する姿勢は糧となり，
子どもたちとの関わりに生かされてい
ます。

商環境事業本部で店舗空間に関わる設
計に携わり，什器の配置や内装などの
店作りを行っています。入学時は空間デ
ザインに興味は無かったのですが，宮
城大学で多様なデザインの基礎を学べ
たことで自分に合う分野を見つけること
ができました。提案が形になり商品が並
んだ時や，お客様が買い物をして空間
が日常で使われているところを見るとや
りがいを感じます。私自身買い物が好き
なので，仕事で色々な店に関われること
が楽しいです。

青少年の健全育成に関わる仕事をして
います。宮城大学の特徴は，専攻に関
係なく事業プランニングなどの講義が
受けられることだと思います。公務員と
して働き始めて数か月の間だけでも，収
益に関する構造の知識があるから理解
できた話が多く，所属学類以外での学
びがあったからこそと実感しました。そ
の中でも，大学で最も成長したのはゼミ
に入ってから。自ら調べて書くことで，
知識として定着し，レポートをまとめる
力がつきました。

自社が運営する就職情報サイトで広報
を担当しています。就職活動という人生
の分岐点をサポートし，学生の不安や
疑問を少しでも払拭することで，彼らが
前向きに就活に取り組む姿を見られる
ことが嬉しいです。また大学での進路・
就職指導の支援にも携わっていますが，
教職員の皆さんと一緒に学生を後押し
できることにやりがいを感じます。宮城
大学では，社会人と接する機会が多く，
その経験が後の自信につながりました。

安全審査業務では品質管理関連を担当
し，仕入れた商品の表示や規格書内容
等の審査をしています。消費者に安全
な食品を届ける一助になりたいという思
いで入社しましたが，食肉の生産から販
売・流通まで自社で管理する体制が，
宮城大学で食の川上から川下までの学
びと通ずる部分があったことも魅力的で
した。大学時代に学んだ食品に関する
知識や HACCPの考え方等は現在の業
務に結び付いていると感じます。資格
取得もスムーズでした。

#02

青森県五所川原保健所 西北地域県民局 

地域健康福祉部保健総室 保健師 

田中良佳さん（2017年 3月卒業）

#03

栗原市立栗駒南小学校 

養護教諭 

寺島未悠さん（2023年 3月卒業）

#05

宮城県環境生活部共同参画社会推進課 

遊佐虎太朗さん（2021年 3月卒業）

#06

株式会社オカムラ 商環境事業本部
店舗デザイン部  東北デザインセンター
相馬宏子さん （2017年 3月卒業）

#08

株式会社渡辺採種場 

瀬峰研究農場
手塚洸来さん（2020年 3月卒業）

#09

東日本フード株式会社 

安全管理室 

倉長真子さん（2021年 3月卒業）

生命の活力である “食”を産業と科学の融合的視点で学び，
夢を実現して世界と地域で活躍しています。

#04
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詳細は下記参照
農業，林業2.9% 学術研究，専門・技術サービス業2.9% 宿泊
業，飲食サービス業2.8% 他サービス業3.3% 建設業1.6% 運
輸業，郵便業1.3% 教育，学習支援業0.8% 生活関連サービス
業，娯楽業0.7% 医療，福祉0.7% 電気・ガス・熱供給・水道業
0.3% 不動産業・物品賃貸0.3% 漁業0.2%  鉱業，採石業，砂利
採取業0.2% 進学9.6% その他0.6%

製造業
29.0%

卸売・小売業
21.5%

公務
7.8%

情報通信業
4.6%

複合サービス事業
5.2%

金融業，保険業
3.7%

詳細は下記参照
不動産業，物品賃貸業2.5% 運輸業，郵便業2.0% 電気・ガス・
熱供給・水道業1.6% 生活関連サービス業，娯楽業1.3% 教育，
学習支援業1.1% 複合サービス事業1.1% 宿泊業，飲食サービ
ス業0.8% 医療，福祉0.5% 進学2.8%

進路先一例（2018－2022）

進路先一例（2018－2022）

進路先一例（2018－2022）

看護学群進路データ キャリア・インターンシップセンター組織図
《 2つの開発室による強固なキャリア形成支援 》

事業構想学群進路データ

食産業学群進路データ

【看護師】 東北大学病院／東北医科薬科大学病院／ JCHO仙台病院／国立病院機構仙台医療
センター／国立病院機構宮城病院／東北労災病院／宮城県立こども病院／宮城県立精神医療
センター／宮城県立がんセンター／仙台市立病院／石巻赤十字病院／大崎市民病院／仙台赤
十字病院／東北公済病院／仙台厚生病院／仙台オープン病院／公立黒川病院／松田病院／宮
城県看護協会／宮城厚生協会／北里大学病院／国立がん研究センター中央病院／国立国際医
療研究センター病院／横浜市立市民病院／兵庫県災害医療センター ほか
【保健師】 宮城県／仙台市／石巻市／大崎市／角田市／栗原市／気仙沼市／白石市／富谷市／
登米市／名取市／大郷町／川崎町／大和町／南三陸町／山元町／利府町／亘理町／岩手県／
川崎市 ほか
【養護教諭】 宮城県／仙台市／青森県／秋田県／岩手県／山形県／福島県 ほか
【進学】宮城大学大学院 看護学研究科／日本赤十字看護大学大学院 看護学研究科／聖路加国
際大学大学院 看護学研究科／福島県立医科大学 別科助産学専攻／昭和大学 助産学専攻科／
仙台医療センター附属仙台看護助産学校／秋田県立衛生看護学院 保健科 ほか　　  ※順不同

【情報通信業】㈱日立ソリューションズ東日本／㈱NTTデータ東北／富士通㈱／楽天グループ㈱／㈱サイバーエージェ
ント／㈱時事通信社／㈱リクルート／㈱東京商工リサーチ／東北放送㈱
【建設業】㈱ユアテック／㈱北洲／セキスイハイム東北㈱／大和ハウス工業㈱／積水ハウス㈱／清水建設㈱／太平電業㈱
【卸売業，小売業】カメイ㈱／イオンリテール㈱／キヤノンマーケティングジャパン㈱／㈱ニトリ
【金融業，保険業】㈱七十七銀行／㈱岩手銀行／㈱青森銀行／東京海上日動火災保険㈱／損害保険ジャパン㈱／日本生命保険（相）
【他サービス業】宮城県商工会連合会／㈱ユーメディア／カルチュア・コンビニエンス・クラブ㈱／全国健康保険協会／
日本年金機構
【製造業】アイリスオーヤマ㈱／トヨタ自動車東日本㈱／東京エレクトロン宮城㈱／アルプスアルパイン㈱／㈱イトーキ／ TOPPAN㈱
【公務】宮城県／仙台市／富谷市／大和町／財務省東北財務局／国土交通省東北地方整備局／国税庁仙台国税局
【学術研究，専門・技術サービス業】㈱NTTファシリティーズ／㈱リンクアンドモチベーション／㈱マクロミル／㈱東急
設計コンサルタント／中央コンサルタンツ㈱／さきがけ税理士法人
【不動産業，物品賃貸業】㈱東急コミュニティー／東急リバブル㈱／イオンモール㈱／㈱パルコ
【運輸業，郵便業】東日本旅客鉄道㈱／㈱丸山運送／野口倉庫㈱
【電気・ガス・熱供給・水道業】東北電力㈱
【生活関連サービス業，娯楽業】㈱ JTB／㈱日本旅行東北／ TOHOシネマズ㈱
【教育，学習支援業】国立大学法人東北大学／学校法人東北医科薬科大学／㈱仙台進学プラザ
【複合サービス事業】みやぎ生活協同組合／全国農業協同組合連合会
【宿泊業，飲食サービス業】㈱星野リゾート・マネジメント／近畿日本ツーリスト㈱／㈱東横イン
【医療，福祉】（一社）みやぎ保健企画つばさ薬局
【進学】宮城大学大学院事業構想学研究科／東北大学公共政策大学院／九州大学大学院／新潟大学大学院現代社会文
化研究科 ※順不同

【製造業】アイリスオーヤマ㈱／伊藤ハム米久プラント㈱／井村屋グループ㈱／㈱菓匠三全／㈱鐘崎／キーコーヒー㈱／キ
ユーピー㈱／㈱佐浦／白石食品工業㈱／太子食品工業㈱／トヨタ自動車東日本㈱／㈱にしき食品／日東ベスト㈱／日本食
研ホールディングス㈱／フジパングループ本社㈱／㈱ブルボン／マリンフーズ㈱／㈱マルハニチロリテールサービス／㈱ヤ
マダフーズ／㈱ヤヨイサンフーズ／ JA全農北日本くみあい飼料㈱
【卸売業，小売業】青葉化成㈱／加藤産業㈱／カメイ㈱／㈱高速／国分東北㈱／㈱コメリ／㈱日本アクセス／㈱パールライ
ス宮城／東日本フード㈱／㈱ファミリーマート／㈱藤崎／三井食品㈱／森永酪農販売㈱／㈱やまや／㈱ヨークベニマル／
㈱ロック・フィールド
【公務】農林水産省／東北農政局／秋田県／福島県／宮城県／塩竈市／仙台市／登米市／ (独 )農林水産消費安全技術
センター／宮城県警察
【情報通信業】㈱三陸新報社／㈱システムネットワーク／㈱シルフィード／匠ソリューションズ㈱／㈱宮城県農協情報センター
【複合サービス事業】全国大学生活協同組合連合会／全国農業協同組合連合会新潟県本部／全国農業協同組合連合会
宮城県本部／仙台農業協同組合／宮城県漁業協同組合／みやぎ生活協同組合
【金融業，保険業】㈱七十七銀行／東北労働金庫
【農業，林業】㈱アグリテクノ／㈱渡辺採種場
【学術研究，専門・技術サービス業】(一財 )日本食品分析センター／㈱日本微生物研究所／ (国研 )農業・食品産業技術総
合研究機構
【宿泊業，飲食サービス業】㈱アレフ／一冨士フードサービス㈱／㈱柿安本店
【他サービス業】JR東日本東北総合サービス㈱／宮城県商工会連合会／（一社）宮城県畜産協会
【進学】宮城大学大学院食産業学研究科／静岡県立大学大学院薬食生命科学総合学府／千葉大学大学院園芸学研究科
／東京大学大学院農学生命科学研究科／東北大学大学院農学研究科 ※順不同

本学では，学生の「豊かな人間性」「高度な専門性」「確かな実践力」を育成することを理念としており，その理念実現の一環
として事業構想学群及び食産業学群においてインターンシップを正規科目として設置しています。参画をご検討の事業者様
は下記お問い合わせ先までご連絡ください。

大学が主催するインターンシップへのご参画について

□宮城大学インターンシップ開発室
　〒981-3298　宮城県黒川郡大和町学苑1番地1
　☎022-377-8312　email：careerkaihatsu@myu.ac.jp

本学では，本学学生の採用に意欲的な事業者様から，学内で開催する「業界・企業研究セミナー」や「個別企業説明会」の
お申し込みを承っております。
開催を希望される事業者様は，下記の各キャンパス担当部門までご連絡ください。

学内「業界・企業研究セミナー」「個別企業説明会」の開催について

□宮城大学大和キャンパスキャリア開発室
　看護学群・研究科，事業構想学群・研究科
　〒981-3298　宮城県黒川郡大和町学苑1番地1
　☎022-377-8216　email：careerdev@myu.ac.jp

□宮城大学太白キャンパスキャリア開発室
　食産業学群・研究科
　〒982-0215　宮城県仙台市太白区旗立二丁目2番1号
　☎022-245-1175　email：f-career@myu.ac.jp

情報通信業
24.5%

建設業
11.9%

卸売・小売業
10.5%

金融業・保険業
9.3%

他サービス業
8.8%

製造業 7.5%

その他 2.1%

進　学 5.9%

看護師
72.6%

保健師
14.1%

養護教諭
5.3%

公務 7.4%

学術研究，
専門・技術サービス業

6.4%

本学では，学生に迅速な情報提供を行うため，キャリア支援クラウドサービスを通じ，求人やインターンシップの情報公開を
行っております。求人やインターンシップの情報をご提供いただける事業者様におかれましては，下記のサイトより企業デー
タをご登録の上，本学へ情報をご提供ください。

求人・インターンシップのお申し込みについて

□宮城大学ホームページ／キャリアサポート／求人・インターンップ情報のお申し込み

　https://www.myu.ac.jp/employment/offer//

C I C
キャリア開発室 C D D

インターンシップ開発室 I DD

Career Development Division

Internship Development Division

Career & Internship Center



発行：2024年 3月　発行者：宮城大学キャリア・インターンシップセンター
□大和キャンパス（看護学群，事業構想学群）
　TEL：022-377-8216　FAX：022-377-8282　email：careerdev@myu.ac.jp

□太白キャンパス（食産業学群）
　TEL：022-245-1175　FAX：022-245-1534　email：f-career@myu.ac.jp


